
 みなとみらい横浜 勉強会 ★ ご報告レポート         

                      （ 誤字脱字はご容赦下さい。） 

   

２０１４年ゴールデンウィークのスタート ４月２６日と ラストデ― ５月６日に 

みなとみらい横浜においてプラネットの勉強会が開催されました。 

５月６日は全員がパソコンを持ち込みリアルトレードで勝負する。 

少し破天荒な勉強会ですが誰もが知りたい『エントリーポイント』を 

明確に確認できたのではないでしょうか。 

今後のトレードに是非活かして頂きたいと存じます。 

エントリーした瞬間にエントリー方向に動くタイミングがあるのです。 

エントリーした瞬間から安全確保の勝ちパターンに入るのです。 

 

※タイトル：参加者全員が『勉強会』でつかんだエントリーポイント。 

『エッ！ここでエントリーですか？』 

『こんなに早いのですか』 

『まるで今までと違っていました。』 

『凄すぎです。』 

『興奮して何も言えません』 

 

結構、盛り上がっていました。    

結果は６連勝で勝利 



   

会場のそこかしこから、驚きの声、疑問の声、悲鳴等があがり当方のトレードの 

連勝を間の当たりにしてどよめきが拍手に変わり最後の６連勝ではスタンディング 

オベーション状態になりました。 

昼下がりでマーケットが動かない中での６連勝、まずは名刺代わりです。 

  

   



  ４月２６日の勉強会で宿題が有りました。 

  トレンドの『予兆』と『トレードポイント』『終息』が分かるチャートが欲しい。 

 

  そんな夢のようなチャートがあれば誰でも勝てますよ。  

  勉強会の総意、ご要望なので開発してみました。 

  ５月６日の 『 リアルトレードで勝負 』 でご披露しました。   

 

 

ペンギンは水中から陸上に上がる際は一旦深く潜りス 

ピードを上げてジャンプします。 

その様がチャートのロジックに似ていること 

から「ペンギンチャート」としました。 

ペンギンは子供を守るために食料を調達する際は 

保育園的なグループを作って「安全を確保」して漁に 

出掛けます。 

安全の確保は為替投資に最も重要と考えます。 

癒しのペンギンに学ぶ所は少なからずあるようです。 

 

Pennginn Chart 

 

 

      



最後に。 

みなとみらい横浜の勉強会にご参加の皆様お疲れ様でした。 

分科会・全体会議・昼食会・懇親会・一日では足りませんでしたね。 

せめてリアルトレードはマーケットが活況を呈する夜で無いと難しいです。 

内心、冷や汗ものでした。（少し余裕もありましたが・・・。） 

しかし、今回、ご自分が行っていた『エントリーポイント』 と実際は 

紙一重で違っていたのではないでしょうか。 

超短時間のバイナリーでは紙一重がものすごく重要なのです。 

エントリーした瞬間にエントリー方向に動くタイミングがあるのです。 

エントリーした瞬間から安全確保の勝ちパターンに入るのです。 

だから「ノンストレス」でトレードが出来るのです。 

『ペンギンチャート』が実証してくれましたが、「エントリーポイント」の 

タイミング一生忘れないで下さい 

今回の大きな収穫にして下さい。 

次回は２日間開催にして夜の部でリアルトレードのコンテストを行いましょう。 

デモでなくリアルでコンテストです。 

「中華まん」をかじりながらガンガン一夜で「稼ぎの自慢」をしましょう。 

   今回ご参加頂けなかった皆様は是非次回お越し下さい。 

   一生の財産を得る勉強会になるかも知れません。 

   有難うございました。 

   

  皆様、今後ともみなとみらい横浜 『 勉強会 』 にご期待下さい・ 



     

     

 

エントリーポイントが、どうしてもお分りにならない方、ご相談下さい。 

※プレセールス 

販売開始 ２０１４年５月２０日（火）  

販売価格 ３万２千円 

発売元   プラネットホーム 

資料請求 support@tenplanet.com 

mailto:support@tenplanet.com


    

    

プラネットホーム 事業本部 

ホームページ http://planetin.net/ 

サポート★プラネット support@tenplanet.com 

営業時間※平日 AM 11：00～PM １６：00 （土日祝祭日休）  

 

3.11震災孤児支援のご協力有難うございました。 

http://planetin.net/
mailto:support@tenplanet.com


 

 

引き続きまして・・・・、 

 

みなとみらい横浜「勉強会」のフィールドバックとして 

勉強会の開催の「ご挨拶」を掲載させて頂きます。 

多少でも参考になれば幸いです。 

 

少し過激な発言もございますのでご面倒な方は飛ばして下さい。 

 

巻末には今回、勉強会で誕生しました『ペン★ギン』を 

ご紹介させて頂いております。 

 

勉強会にご参加頂いた高知県の女性の方が 

『 こんなチャートが有ったら良いネ。』のアンケートにお応え頂いたのが 

きっかけです。 

 

『トレンドの予兆が分かり、トレンドでのエントリーポイントが分かり 

トレンドの終息が分かるチャートがあれば最高ですね。』 

 

一トレーダーの素朴な発想や考えを素直にチャートに表現しました。 

それが、みなとみらい横浜勉強会の記念チャート「ペン★ギン」です。 

 

   勿論１００％勝てると言うことではありません。 

  予兆とエントリーポイントと終息が分かればトレードはタイミングだけ 

  に絞られます。 

  特徴は 

エントリーした瞬間にエントリー方向に動くタイミングが図れます。 

エントリーした瞬間から安全確保の勝ちパターンに入れることです。 

 

どうぞ、 

 

宜しくお願い致します。 

 

 

 



みなとみらい横浜・「勉強会」のご挨拶 

                       （ 誤字脱字はご容赦下さい。） 

 

本日はようこそプラネットワールドにお越し頂きました。 

有難うございます。 

 

一昨年の経常収支では○○○が世界で売上№１になったと宣伝しています。 

相対取引における売上とは相手の資金を奪取することです。 

つまり日本の愚かなユーザーは世界№１に貢献したことを意味します。 

 

新規参入１年以内に９０％の方が敗退する為替の世界に僭越にも警鐘を鳴らす 

目的で１３年前にプラネットクラブを創設しました。 

口座開設者には無償でチャートをご提供し学習をお勧めしています。 

 

本来、私どもはトレーダーが生業です。 

『トレーダーとして稼ぐ分には誰からも文句はないだろう』と思っています。 

 

当方の商材の売上げは「3.11震災孤児支援」に微力ながら協力しております。 

震災発生５日目には現地に入り壮絶な地獄絵を見て仲間５名は号泣しました。 

その時の無力感がその後の人生観を大きく変えました。 

 

人間はどうしょうもないエゴの塊です。 

「原発事故」であれだけの被害を出しながら「原発推進」を行う時の政府は 

年金問題も解決さず、事もあろうに戦争にまで加担しようとしています。 

 

第九条が無くなれば物理的にも自分の身は自分で守らなければなりません。 

私見ですが第九条はノーベル平和賞に最も相応しいと思います。 

 

今回開催した勉強会はすべて無償で行っておりますがご参加頂いた方に一言 

申し上げたいのは無償の意味です。 

 

お金儲けは「うさんくさい」と思われがちな世評の中で一切の打算もなく、 

本音で語るには無償の行為しかないと考えております。 

 

 



ここで本音を言わせて頂ければ本当は皆様と関わり合いたくないのです。 

「自分の事しか考えない人と関わるとロクな事は無い」（笑） 

 

他人の欲望を満たす為に何で手間・暇・お金を掛けてやるのか・・・・。 

 

それは３．１１の震災を目の当たりにしたからです。 

 

（１５分間位の体験談は割愛します。） 

 

皆さん、稼ぐ為にはプロセスが必要です。 

どんな有効な商材を利用しても「為替の相関」を知らなければ勝てません。 

ドル円は上昇する理由はご存知ですか。 

ご参加の皆様は当然お分かりですね。 

 

私はまったくの素人が稼ぐには自動売買をお勧めします。 

理由は為替の本質を学習もせず稼ぎたいと願うなら自動売買の方がましだから

です。。 

その代わり稼げるか稼げないかは人任せの他力本願になります。 

 

賭けの定義として他力本願はギャンブルで自力本願は投資と位置付けています。 

 

専業を目指し自力本願で目標を達成したい方に当方は応援します。 

ギャンブラーは嫌いです。 

当方の目的は一生喰える専業トレーダーの育成に有ります。 

 

その裏側には「絶対に負けないでね」の思いが込められています。 

だから、稼ぐ前に負けないプロセスを奨励するのです。 

 

負けない事がすなわち勝つ事に繋がります。 

負けを取り返すに３倍の労力と知力が必要です。 

３倍の労力と知力を負けない部分に注入すれば３倍勝つのと同じです。 

それにはプロセスが大切です。 

 

皆さんは、はっきり申し上げて学習が嫌いです。 

『勝った・負けた』のゲームはで稼ぐのは大好きです。 

残念ですがそれでは為替は１００％負けます。・・１００％です。 



 

１００％負ける世界では生き残れません。 

一刻も早く退散するのが人生における最善の選択です。 

当方がココまで言い切れるのは無償だからです。 

有料なら口が裂けても言えませんね。（笑） 

 

当方の考え方として基本的にまず負けないことから始まり最終的に 

稼ぐに至るようプロセスを踏んでおります。 

 

結果さえ良ければすべて良し、とする結果至上主義やビギナーズラックで 

勝てたからこれでいけると思っては大間違いです。 

一生喰える保証はどこにもありませんね。 

 

勝つべくして勝つ、負けるべくして負ける、【 条件・理由・根拠 】が 

分かれば・・あなたは負けるべくして負ける場面でトレードをしますか。 

チャートは状況説明をする[担当者]としたならば状況判断・最終決定を 

するのはあなたです。 

   

『それがトレードですよ。』 

 

負ける人に限ってシグナルやリペイント等を気にします。 

為替はご存知のように為替の売買によって価格が成立しています。 

大きな売りに対してさらに大きな買いが入り上昇下降を繰り返します。 

今、出たシグナルが次の売買で消えてしまうのは当たり前です。 

それはリペイントでも騙しでもありません。 

マーケットにおける通常の売買の中で絶えず起こり得る現象です。 

 

そもそも取引一日５００兆円以上と分母の大きい世界で騙しなど通用しますか。 

国として行う「為替介入」すら簡単に飲み込まれるマーケット規模です。 

ちなみに東京証券取引所の一日の取引高は２兆円弱です。 

リペイントやダマシ云々など負け犬の遠吠えにしか過ぎません。 

 

皆さん！ 

チャート、チャートとチャートを探す前に自分は何者と自分を探して下さい。 

私もそうですが人間は実に自分に都合よく出来ています。 

まともに働いて１０年でようやく年収１０００万円になるのに 



ＦＸを始めて１日２日で来年の年収は１０００万円にするぞ。 

チョット待って下さい、目標は良いのですが・・・・。 

あなたに１０００万円のスキルと経験は有るのですか。 

まず真っ先に必要なのは専門家・スペシャリストになる事です。 

稼ぐ稼げないではなく専門家になる自覚と学習です。 

 

稼げない理由はチャートに有るとばかり「チャートハンター」 

「チャートコレクター」と化していませんか。 

 

チャートはあなたの部下であり、あなたが上司です。 

アホな上司に仕える部下はどんなに有能でも活かされません。 

チャートに任せてチャートに従うのなら自動売買と同じではありませんか。 

 

最後に大事なお話をします。 

チャートから「状況説明」を受けてあなたはその場で判断を行います。 

勝てるトレードはそれでは・・『実は遅い』のですよ。 

 

意味深なお話で申し訳ありませんが、ココが勝ち負けの分岐点です。 

個人のスキルアップを図ると言うことは、『実は遅い』その部分を指しています。 

 

説明書で表現できないニュアンスですが本日はリアルトレードで 

『その部分』を『生』でお見せしますので『得』とご覧下さい。 

 

門外不出のノウハウですが今回特別にご披露します。 

このような機会は滅多にありません。これが最後かも知れません。（笑） 

 

３．１１の大震災で人間の無常を知りました。 

両親を失くした子供たちの悲痛は言葉になりません。 

責任は大人の私たちにあります。 

だからこそ、震災孤児の支援を続けて行かなければならないのです。 

風化する東日本大震災ですがせめて仲間にこんな奴がいると覚えていて下さい。 

皆様とはお仲間として人のつながりを大切にしていきたいと願っています。 

今後ともどうぞ宜しくお願い致します。 

 

本日は肩の力を抜いてスマホもアイパッドも電源を切って心で感じて下さい。 

 



ご静聴、有難うございました。 

 

ご招待の『ウェルカムランチ』は、どでかい『フカヒレの姿煮』です。 

お口に合うかどうか、どうぞ横浜をご堪能されて下さい。 

 

プラネットの杉田でした。 

 

 

            （ みなとみらい横浜勉強会・開催に寄せて ） 

 

 

 

 

 

  

 

 

閑話休題 

 

１３年前、５名の有志から始めた勉強会、とかくトレーダーは孤独で 

あり個人投資家としての存在は社会的に理解頂けない状況が有ります。 

『私の職業はＦＸ』『私の職業はバイナリー』と声を大にして言えない 

環境も有ります。 

そんな中で目的を同じくする有志が一同に会する事に意義を感じ、 

この会を主催して参りました。 

ＮＥＴによる価値観の多様性や変化が求められる時代であっても 

志を同じくする者同士が顔と顔を合わせて語り明かすのも一計で 

はないでしょうか。 

『3.11を風化させない』活動共々ご理解下さい。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



『ペン★ギン』チャート 

 

 

販売予告                    プラネットホーム 

販売開始日  ５月２０日（火）        事業本部     

販売価格    ３万２千円          ホームページ http://planetin.net/ 

発売元     プラネットホーム       申し込み先  support@tenplanet.com  

 

http://planetin.net/
mailto:support@tenplanet.com


 

【 付 則 】 

 

みなとみらい横浜勉強会・リアルトレード実況 

                  （ 誤字脱字はご容赦下さい。） 

 

GWの最終日５月６日横浜勉強会は盛況の内に終了しました。 

ご参加頂いた皆様並びに関係各位のご協力に深く感謝申し上げます。 

『お陰様で大成功でした。有難うございました。 

『ココがエントリーポイント！』 リアルトレードでは少し興奮しながら叫びました。 

 

ご参加の皆様全員が『ココがエントリーポイント！』お分り頂けたと存じます。 

------------------------------------------------------------- 

今回の勉強会は目前の利益を得る為に『エントリーポイント』を課題にしました。 

参加者全員が PC持込みで『リアルトレード』をしました。 

 

『エッ！ここでエントリーですか？』 

『こんなに早いのですか』 

『まるで今までと違っていました。』 

『凄すぎです。』 

『興奮して何も言えません』 

 

会場のそこかしこから、驚きの声、疑問の声、悲鳴等があがり当方のトレードの 

連勝を間の当たりにしてどよめきが拍手に変わり最後の６連勝ではスタンディング 

オベーション状態になりました。 

昼下がりでマーケットが動かない中での６連勝、まずは名刺代わりです。 

 

同じ商材を利用してどこが違うのか、そこから怒涛の質問攻めに遭いました。 

人は目の前で「見せつけられると」好奇の目から興味が湧き関心を持って 

自分もそうなりたいと思うものです。 

今回の勉強会の目的は『ココがエントリーポイント！』を知る事でした。 

 

ご参加の皆様の成績は５勝１敗が６名、４勝２敗が８名が上位でした。 

他の方は当方のトレードにくぎ付け状態になり、合図通りにトレードをトレース 

され『ココがエントリーポイント！』に納得されておられました。 

 



モニタープラネットで学習されておられる中「どうしても稼ぎたいお気持ち」が 

モニターの成果に繋がり、さらに専業を目指したい思いが、はるか北海道、沖縄から 

足を横浜にまで運ぶ熱意になりました。 

 

その皆様に１００％お応えしょうと考えたのが『ココがエントリーポイント！』です。 

中華料理を振る舞う程度では満足されない筈ですね。 

 

 

ご参加の皆様と勝負！「どこからでもタバになって掛かって来なさい」と 

暴言を吐いた以上、『絶対的エース』を見せつけなければなりません。 

そこで絶対負けない作戦を考えました。 

リアルトレードですからごまかしは効かない１本勝負です。 

昼間の動かないマーケットで勝つ工夫を考えました。 

 

実はココだけのお話ですが・・・勝負は戦う前からすでについていました。 

理由はノートパソコンで３通貨ペアを表示するにはタテのスパンが取れない為 

チャートは平たくなりエッジが確認できないのです。 

参加者は１台のＰＣですからおそらく一通貨ぺアでくると予測しました。 

 

 

私どもは持ち込んだ PCは５台です。 

ドル円・ポン円・ユーロ円の通貨ペア用に各１台 プラットホーム用に１台 

非常時用に予備１台の計５台です。 

 

（ココからは実戦に役立つ情報になるかも知れません。） 

 

ご参加者は一人一台のＰＣで当方は５台です。 

昼間の動かないマーケットで勝つにはわずかなチャンスを複数の通貨ぺア 

で同時にトレードして勝つ事しか方法は無いのです。 

 

つまりポン円がヒートアップした時に同時にユーロ円かドル円がヒートアップ 

するのです。そのチャンスを逃さないようにするには、３通貨ペアそれぞれ 

専用のチャートを１台づつ必要でした。 

 

３通貨ぺアが時間と価格の連鎖で少しづつ時間を変えてトレンドを迎える 

場合もあります。 



トレードは想定の世界です。起こり得る可能性をパターン化して置くのです。 

 

 

24optionの口座も２個利用して同時にトレードするようにしました。 

連続エントリーではタイムラグが生まれて価格に影響し命取りになるのです。 

瞬時と言えば語弊が有りますが同時性（シンクロ）が求められます。 

 

それと平行して前回４月２６日の勉強会の宿題にした『予兆』『トレンド』『終息』が 

一目で分かるチャートでした。 

 

開発したチャートは参加者の高知の主婦Ａさんに３０分前スタッフがレクチャー 

して利用方法を覚えて頂きました。 

私どもが会場に持ち込んだ PC５台の内の予備の１台を開発したチャート専用に 

しました。 名前はみなとみらい横浜生まれの「ペンギン」です。 

これが凄いのです。 

 

イザ！実戦！ 

 

新開発のチャートの監視役・高知の主婦Ａさんから予兆の合図・終息の合図 

がまるで野球のコーチがサインを出すように声で合図してくれます。 

最後はご本人が夢中になっていました。 

 

当方はその合図が本物かどうか確認しながら冷静にトレードを行います。 

私どもは本来はシグナルは必要ありませんが開発の成果を確認する為です。 

 

結果・・・私どもは６連勝でした。 

２回ほどあわや負けそうになりました。 

相場が動かず少し強引にエントリーしたためです。 

相場は絶えず動いており相手のあることですから１００％勝てる保証は 

有りませんが４勝２敗と６連勝では利益取得回数、２回と６回でその差は 

３倍にもなります。 

大変大きいですね。 

 

声を大にして申し上げたいのは『負けない』トレードに専念すべきということです。 

負けないことは勝つ事よりも重要です。 

『１敗は３勝』に四滴するといつもスタッフに言い続けています。 



 

２勝１敗は「たった１勝」と同じで３勝１敗は２勝なれど４回もリスクを 

背負いその半分しか報われない結果です。 

 

トレーダーは「負の世界」に甘んじてはならないのです。 

モニタープラネットで『デモで１５勝１２敗でした。』と報告される方がおられます。 

ご自分は初心者だからの甘えが有ります。 

トレードの世界にはプロもアマもありません。 

ハンデ戦では無いのです。 

敗者はお金を失い退場を余儀なくされ勝者は勝ち続けて居座らなければ 

生き残れない世界です。 

お金を失うだけでなくダメージを受け入れてしまっては終了なのです。 

 

バイナリーで勝つ方法はトレード回数を出来るだけ抑え負けを少なく 

勝負差を「３」でスパッとやめるべきです。 

１回のＢＥＴを１万円と仮定した場合、本来は３連勝でやめます。 

還元率７０％ならば２１０００円の収益です。４勝１敗ならば１８０００円の収益です。 

５勝２敗ならば１５０００円の収益です。６勝３敗ならば１２０００円の収益です。 

回数を重ねれば重ねるほど収益は少なくなります。 

ＢＥＴにメリハリを付けたりポートフォーリオ的に分散投資も可能ですが 

そのレベルにはいくつかのハードルが有ります。 

 

単純にやればやるほど収益は減る事を覚えて下さい。 

月間１００万円を目指すなら１回のＢＥＴを２万円にして固く３連勝を狙うのです。 

完全にストレスの無いトレードは無理ですがトレードポジションを選べば 

勝つべくして勝てるポイントは有るのです。 

そこがノンストレスのトレードゾーンです。 

『２万円にして固く３連勝』一日４２０００円の収益×２０日間で８４００００円 

１００万円を稼ぐにはそこから考えを組み立て無ければなりません。 

 

現実的に無敗なんてあり得ない話ではありますが・・。 

負けないトレードを目指すことは勝利への近道です。 

とにかく勝つ事よりも負けない事を考えて下さい。 

 

下手なトレードを行って負けることがいかに無謀な投資に繋がるかしっかりと 

自覚して下さい。 



これが今回の「勉強会」の総括の一言です。 

 

ちなみに、今回の勉強会の意見で生まれたチャートが有ります。 

みなとみらい横浜で生まれましたので『ペンギン』と名付けました。 

『予兆』『トレンド』『終息』が一目で分かるチャートにしました。 

 

 

 

販売予告                    プラネットホーム 

販売開始日  ５月２０日（火）        事業本部     

販売価格    ３万２千円          ホームページ http://planetin.net/ 

発売元     プラネットホーム       申し込み先  support@tenplanet.com  

 

 

 

最後までお付き合い頂きまして誠に有難うございました。 

深くお礼申しあげます。 
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